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１．はじめに 

近年，橋梁の耐震性向上や走行性向上，騒音・振

動対策などを目的として，橋長 800m 程度を有する

多径間連続桁や多点固定とした支点構造の採用が

増えてきている．本稿では，多点固定された鋼コン

クリート合成床版(以下，合成床版と称す)を有する

超多径間連続鋼少数鈑桁橋について，温度変化に対

する実橋の挙動計測を行い，幾つかの知見が得られ

たのでこれを報告する． 

２．橋梁概要 

対象橋梁は非合成桁として設計された図-1に示

す橋長 1,246m の 23 径間連続鋼 2 主鈑桁橋で，端支

点とそれに隣接する橋脚高の低い一部の支点を除

いて固定支承が用いられている．床版にはロビンソ

ン型の合成床版を採用し，主桁との接合はスタッド

ジベル(φ22x200)を用い，その間隔は道路橋示方

書･同解説(以下，道示と称す)に示されている最大

間隔 600mm 程度としている．多点固定を用いた連

続桁では，橋梁設計時に考慮する温度変化(±30℃)

によって図-1に示す通り橋梁端部の支点において

水平反力が大きくなる．また，橋脚による拘束の影

響により橋梁中央部の鋼桁に大きな軸力が発生し，

これが断面決定根拠となりうる．本橋のような超多

径間の橋梁は，過去に例をみない形式であるため，

設計に用いられた仮定の妥当性を確認するため，実

橋を用いた挙動計測を実施することとした． 

３．計測システム概要 

温度変化に対する鋼桁の挙動計測の概要を表-1

に示す．桁端支点部の橋軸方向移動量は，A1 橋台

と P23 橋脚それぞれに設置したひずみ式変位計に

より計測した．固定支承を有する最外縁の橋脚であ

る P2 と P22 に作用する水平力については，支点反

力を直接測ることができないため対象橋脚上の鋼

桁に作用する軸力の変化から支点反力を推定する

こととし，橋脚前後となる鋼桁断面にひずみゲージ

を貼り付けた．さらに，この推定を補間するものと

して橋脚に傾斜計を設置した．また，P2 と P22 橋

脚上の鋼桁および桁間に熱電対を設置し，部材温度

と外気温を測定した．計測はいずれも 1 時間毎に自

動計測を行ない，計測期間は鋼桁架設完了から床版

打設完了 4 ヶ月後までの約 1 年間実施した． 

４．温度変化による計測結果と考察 

４．１ 計測結果 

計測した温度変化によるA1橋台桁端部の橋軸方

図-1 橋梁側面図および温度変化(+30℃)時の支点水平反力と鋼桁軸力の分布 

表-1 計測システム 
計測項目 位置 使用機器

桁端支点部の
橋軸方向移動量

A1橋台
P23橋脚

ひずみ式
変位計

橋脚支点部
の水平反力

P2橋脚
P22橋脚

ひずみ
ゲージ

橋脚頭部傾斜
P2橋脚
P22橋脚

傾斜計

桁温度
P2橋脚
P22橋脚

熱電対

外気温
P2橋脚
P22橋脚

熱電対

支点反力の算定方法
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向移動量を図-2(1)に，鋼桁に設置したひずみゲー

ジと橋脚に設置した傾斜計より推定した P2 橋脚の

水平力を図-2(2)に示す．なお日照の影響を排除す

るため 20:00～7:00 までの計測値のみで整理を行っ

た．鋼桁のみの状態(5/2～6/27；図中の青色プロッ

ト)では，桁端水平移動量と端部橋脚水平力ともに

設計で考慮した骨組み解析の結果と同じ挙動を示

した．しかし，床版打設完了後(2/4～4/29；図中の

緑色プロット)は桁端水平移動量と P2 橋脚水平力

ともに鋼桁のみの場合とは異なる挙動を示した．こ

の原因として鋼桁と床版の合成作用による影響が

考えられたため，合成桁としてコンクリートのヤン

グ係数を調整した骨組み解析を行ったところ，ヤン

グ係数比 n=21 程度とした場合で計測結果と解析結

果の挙動がほぼ一致した．

４．２ 床版コンクリートのひび割れ 

床版打設後に床版コンクリートの調査を行った

ところ，図-3 と表-2 に示すように鋼桁支間部の広

範囲にわたって，橋軸直角方向に 0.2mm 未満の微

細なひび割れが合成床版リブ上に発生していた．確

認されたひび割れの分布が鋼桁に作用する温度軸

力の分布と類似していることや，暖かくなってから

行った 2 回目の測定において，ひび割れ幅が狭くな

っていることが確認されたことから，温度軸力の影

響が床版にも生じていることが推察された．なお，

床版施工において先行して打設した範囲の方がよ

り多くのひび割れが発生していることから，床版打

設の影響も含まれていることが考えられる．

５．まとめ 

多点固定を用いた合成床版を有する 23 径間連続

鋼 2 主鈑桁橋の温度変化による実橋の挙動を計測

した結果，①鋼桁時は骨組み解析とほぼ同じ挙動を

示す．②非合成桁として設計されていても床版打設

後は鋼桁と床版の合成作用1)2) があり本橋ではヤン

グ係数比 n=21 程度の挙動を示す．③温度変化によ

る軸力の影響で，主桁支間部の床版コンクリートに

ひび割れが発生したことなどから，多点固定を採用

した場合は主桁支間部も支点部と同様にひび割れ

を考慮して適切に鉄筋量を配置する必要がある．こ

の様に H29 道示に示された鋼桁とコンクリート系

床版の合成作用を適切に評価することが必要であ

ると同時に，個々に確立された技術を組み合わせて

採用する場合は，解析のモデル化や荷重の評価など

をより慎重に行うことが重要である． 
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表-2 床版コンクリートひび割れの発生状況 

図-2(1) A1 橋軸方向移動量 図-2(2) P2 橋脚水平力 図-3 ひび割れ調査(P13-P14 間)
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打設巡：  一巡目打設  二巡目打設 M：固定支承を施工を考慮して仮可動としている 打設月： 9月 10月 11月 12月
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合計

4 13 28 3 35 8 56 13 66 7 19 13 3 268

0
0.15 0.15 0.10 0.08 0.10 0.10 0.10 0.06 0.10 0.10 0.15 0.10 0.06

36 84 192 17 264 47 278 70 351 27 147 67 12 1,592

9 13 29 4 35 9 59 13 70 14 28 18 27 328
0

0.08 0.08 0.08 0.04 0.10 0.04 0.10 0.04 0.06 0.08 0.08 0.08 0.06

49 84 195 18 264 51 302 70 361 48 165 85 63 1,754

打設気温(℃)

ｸﾗｯｸ延長(m)

ｸﾗｯｸ本数(≦0.2)

ｸﾗｯｸ本数(＞0.2)

ｸﾗｯｸ最大幅(mm)

第１回目クラック調査（H24.1.16）　調査時平均気温（4℃）

養生日数(日)

橋長 1,246m

σｃｋ(28日)

ｸﾗｯｸ延長(m)

第２回目クラック調査（H24.2.24）　調査時平均気温（12℃）
ｸﾗｯｸ本数(≦0.2)

ｸﾗｯｸ本数(＞0.2)

ｸﾗｯｸ最大幅(mm)

打設順序

打設日

打設天候
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